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（１１）景観 

①麻機遊水地の風景   

       麻機遊水池は四季折々の風景を持っている。 

 

                    ■春の風景  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ■夏の風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ■秋の風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ■冬の風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：麻機遊水地に蘇る生きものたち［パンフレット］） 
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地区の現況 

                      地区：賤機山から麻機地区を見る 
  

写真位置 1 賤機山から池ヶ谷地区 写真位置１ 賤機山から流通センター方面 

  

写真位置 2 漆山方面   写真位置 2 麻機遊水地と漆山方面     

  

写真位置 3 麻機遊水地      写真位置 4 羽高団地方面    
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地区の現況 

                               地区：浅畑川周辺 
  

写真位置 5 流通センター通り西側方面 写真位置 5 流通センター通り北側方面    

  

写真位置 5 流通センター通り南側方面   写真位置 6 ゆらら北側方面     

  

写真位置 6 ゆらら南側方面      写真位置 6 ゆらら前西側方面    
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地区の現況 

                         地区：浅畑川周辺、巴川周辺 
  

写真位置 6 ゆらら     写真位置 7 沼上最終処分場より南側方面 

  

写真位置 7 西奈配水塔  写真位置 8 野丈方面   

  

写真位置 8 漆山方面 写真位置 9 流通センター方面 
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地区の現況 

                               地区：巴川周辺 
  

写真位置 9  竜爪山方面 写真位置 9 漆山方面  

  

写真位置 10 前林地区の菜の花の咲く巴川   写真位置 11 竜爪山方面     

  

写真位置 11  漆山方面      写真位置 12 賤機山方面    
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地区の現況 

                                地区：巴川周辺 
  

写真位置 12 南側方面     写真位置 12 竜爪山方面 

  

写真位置 12 賤機山方面  写真位置 13 竜爪山方面    

  

写真位置 13 賤機山方面 写真位置 13 南側方面 
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地区の現況 

                               地区：巴川 周辺 
  

写真位置 14 羽高橋下流方面    写真位置 14 羽高橋上流方面    

  

写真位置 15 北地区丘陵地から南側方面   写真位置 16 北地区丘陵地から南側方面    

  

写真位置 17  巴川起点      写真位置 18 才光寺橋から下流   
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地区の現況 

                            地区：赤松、東、北、諏訪 
  

写真位置 19 賤機方面    写真位置 19 竜爪山方面    

  

写真位置 19 浅畑丘陵地方面   写真位置 20 諏訪神社    

  

写真位置 21 瑞雲寺     写真位置 22 浅間神社   
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地区の現況 

                             地区：東、羽高、諏訪 
  

写真位置 a 鳥獣供養塔や庚申塔      写真位置 b 槙の生け垣  

  

写真位置ｃ 常夜灯  写真位置ｄ 沼のばあさんの生家 

  

写真位置ｅ森宅のこうろ種の茶樹  写真位置ｆ諏訪神社の森 
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Ⅰ 専門家及び地元聞き取り調査等 

  １ 専門家の聞き取り 

１） 地形・地質について 

静岡大学 土隆一名誉教授に聞く 
日 時 平成１８年１月１９日（木） 午後１時～午後２時 

場 所 土研究室 

内 容 地形・地質については、調査内容が記念誌 大谷川放水路に記述して

いる内容を紹介しているので問題はない。 

      追加、資料として、最近、麻機遊水地第４工区でボーリング調査を行

った時に、貝が出土したので、そのことについてレポートするので、そ

れを調査資料に加えたらよい。 

      貝の出土によって、第４工区のボーリング地点は、古麻機湾にあり、

そこでは、貝の生息環境にあったことが明確になった。 

 

２）歴史・民俗学について 

      静岡産業大学 中村羊一郎教授に聞く 
日 時 平成１８年１月１９日（木） 午後１時～午後２時 

場 所 中村先生自宅    

内 容 麻機地区の民俗学については、私が監修している記念誌 大谷川放水

路にまとめられているのでそれを参考にして、調査内容としてまとめて

ください。特に追加していく内容は無い。 

       また、静岡の文化 第７１号にも「麻機沼の水のゆくえ」の表題で記

述しているので、それも参考にしてください。 

       地元の歴史や民俗を把握している高齢者が少なくなってきているので、

聞き取りがしにくくなっている。 

 

 

２地元の聞き取り調査 

１） 麻機地区の歴史・風土について  

麻機村塾の会員に聞く 
日 時 平成１８年１月２２日（日） 午後１時～午後３時４５分 

場 所 羽高公会堂 

内 容 別紙のとおり（次頁） 

 

２） 麻機地区の行事・料理について 

麻機農協北支店の主婦に聞く 
日 時 平成１８年３月５日（日） 午後１１時４０分～午後１２時２０分 

場 所 麻機農協北支店 じまん市 

内 容 別紙のとおり 
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① 地元聞き取り 

「麻機地区の歴史・風土について」 

                   場 所 羽高公会堂 

日 時 平成１８年１月２２日（日） 

午後１時から午後３時４５分 

参加者 麻機村塾のメンバー８名 

聞き手 静岡土木事務所 津島主任 

（有）都市環境デザイン研究所（木村、竹内、高岡） 

 

聞き取りの様子 

資料について 

・ 村塾の持っている３０枚のパネル 

・ 「教えてください 麻機の歴史」のメモ 

・ 名前の由来（１０前のマップ） 

・ 農具・民具など資料集め（小学校などに置いてある） 

・ 「苧麻（チョマ）」という草（福島県昭和村） 

・ 埋蔵文化財の資料（県立図書館） 

 

瀬本さんの説明 

 

 

●苧麻（ちょま） 

森健→健さんは子供の頃、昭和 20年前後、配給で。苧麻の上 

下の服を着たことがある。 

写真も撮った。おばさんが現物をどこかにしまってないだろ 

うか。 

・鳥を獲る網も苧麻で作った。街に苧麻の糸を買いに行って、 

それで編んだ。 

・麻機で麻を織った資料や記憶はまったくない。 

 

●地名 

・全国に麻の名の地区のネットワークがある。 

・森健→何代目かの当主が書いた文書に「駿州機山羽高村」とあって、そこには麻機の地名は出

てこない。 

 だから麻機はそれ以降では。 

・岡山→網野善彦著『「日本」とは何か』の中に、鎌倉時代の海の領主、千カマ氏の領地の中に

「駿河国麻機庄」とある。元の資料は名古屋の博物館にある？ 

 海運水運と何かの縁があるのではないか。1200 何年かの文書ではないか。 

・瀬元→鎌倉期 浅服（あさはた）庄→ 江戸期 浅機 幕末に麻機 だから浅が先で麻はあと

なのでは。 

 麻機の範囲は変わっている。沼上が入ったり出たりしている。浅間神社の文書には沼上が入っ

てたりする。 

 江戸時代 麻機 7 ケ村といわれたが、６カ村は小島領で、麻機新田は天領だった。瀬名は庵原

郡、麻機は安倍郡。 

 チカマ文書には、「北村の郷」が出ていて、「郷司職を遺産としてゆずる」というのが出てく

る。 

 時家（北条）も出てくるので北条氏の一党だったらしい。 

・森健→波止場、波止場沖というのが漆山にある。とても葦が深くて船は泊められないが、 
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 そこを迂回した小沼という所には海運の船が入っていたという話を聞いたことがある。 

・有永地区には歴史的な名前が意外に残っていない。明治の地租改正のときにすっかり新しくし

たようだ。 

・森健 東村に道部海道（どうぶかいどう）という地名がある。部落に通じる道、海に通じる道。

その道はほとんどなくなっている。 

 女カ谷は女川では。今川の女館があったらしい。ゆるやかだから女川という人もいる。 

・瀬元 らちめん にこめん という地名。 

 「そうで」という地名があるが、逃げた人の田んぼを村全員で面倒を見た田んぼだという。 

 肥付石は、コイ付石 コイというのは風土病。 

・今の池ヶ谷は口池ヶ谷。麻機の一番奥に奥池ヶ谷というのがある。麻機小学校は麻機村のちょ

うどその真ん中にある。 

・ななみさわ サクラ峠から竜爪へいく方にある。 

・キビ田道 黍のきびだろう 

・「張場」鴨を網でとる場所（古文書に記述されている） 

・「嫁っ子道」山向こうをつなぐ山道で、低い山に数多く存在していた。カドヤから平山間での

道を「じゃんじゃく道」と呼んでいた。 

 

●要望 

・岡山 時代とともに移り変わってきた麻機の暮らしが分かるようにまとめてもらいたい。 

時代と無関係に「沼のばあさん」だけで麻機が語られると、一つのイメージになってしまう。 

・建設省の人の講演。日本は水防の土木工事で現在の国土を作ってきたので、（オランダより干

拓でできた面積が広い）ただ自然のままにという方向には疑問を感じるという話を聞いた。 
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② 地元聞き取り 

「麻機地区の行事・料理について」 
日時 平成１８年３月５日（日） 

午前 11 時 40 分～12 時 20 分 

場所 麻機農協 北支店 じまん市 

地元主婦 森田早苗さん、杉山政江さん 

聞き手（有）都市環境デザイン研究所（木村、竹内） 

 

  麻機地区の暮らし、「行事及び料理等について」            

  

 森田さん、杉山さんとも麻機で生まれ育ち現在も麻   

機で農家の主婦をされている。現在農家として、お茶、  

みかん、米を作っている。 

 

①年中行事として 

お正月の雑煮は、鰹節のだし、具はさといも、だ   

いこん、京菜、餅は四角。 

注連縄は静岡市で一般的に使われているもの。 

1 月 11 日には、「田うち」をする。 

「田うち」とは田を三鍬くらい掘り起こし、竹（笹）に幣（しめ縄にかざる紙）をつけ、焼い

た餅をおそなえする。 

1 月 15 日は小正月で餅つきをする。女性だけで行う行事は特にない。 

毎月 9 日、お宮に集まり「お念仏」を唱える行事は今も年配の女性の間で行われている。 

 

②食べ物 

子供の頃食べた物として、冬は集荷できないみかんを焼いて食べた。 

山菜は、葉ものや芽など今よりは、いろいろな種類を食べた。 

昔の人たちは、どれが食べられる物か、たくさん知っていた。 

特にハスの実はおいしく生で食べた。 

 

③家で作っていた調味料。 

たいていの調味料は自前でつくり、味噌はどこの家でも作った。 

クロ砂糖は、さとうきびを畑で作って、荷車で浜（幼いときに車に乗せてつれて行ってもら

ったので場所がどこだったのかわからない）に持っていって、そこで絞って作った。 

 

  ④猟 

父親も祖父も鉄砲をやり、ヤマドリ、ハト、ウヅラ、コジュケイなど撃ってきた。 

おいしかったのはキジとウヅラだった。穀物をエサにする鳥は味が良かった。 

シカやウサギも獲ってきた。皮を剥いで敷物や椅子にかけて使った。 

趣味の狩猟だったから、家で食べたり皮を使うだけで、売り物にはしていなかった。 

イノシシ猟は、10 人くらいで組を作って、イノシシの通り道のあるあっちの尾根こっちの谷

と持ち場を決め、自分のところにイノシシが来たらその人が撃った。 

杉山さんは子供の頃イノシシ撃ちに付いて行った。 

料理前には、皮を剥ぎ、肉を取り出すことは、どこの家でもできた。 

 

⑤レンコン 

レンコンは 9 月くらいからの時期にはよく食べた。 

煮るのが一番多かった。酢にしたり、白和えも作った。 

すり身にしてハンバーグにするようなことは最近のこと。 
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⑥暮らし 

アイロンは炭を入れたものだった。 

冷蔵庫は上部に氷を入れる木製箱形の物で、毎日氷屋さんが着た。 

豆腐屋さんも毎日きた。 

ロバのパン屋が売りに来ていた。 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






